
 

 

【書㢮名】  特チㄳ求の⠊囲 

 【ㄳ求㡯㸯】 

  ユーザー➃末と外㒊ネットワークを物理的・ㄽ理的に㝸㞳し、㏻信の

安全性を確保するセキュリティシステムにおいて、 ユーザー➃末からの

操作指示を受㡿するコックピット・インターフェースと、 前グコックピ

ット・インターフェースとㄽ理的に分㞳されたクラウド環境上で✌働し、

前グユーザー➃末に代わって外㒊ネットワークへのアクセスおよびアプリ

ケーションの実⾜を代⾜するプロキシ型㸿㹇エージェントと、 前グプロ

キシ型㸿㹇エージェントが取得した外㒊データをゎ析し、前グユーザー➃

末へ無害化した情報のみを伝㏦する情報フィルタリング手段と、 を備

え、ユーザー➃末のローカル環境と外㒊ネットワークの⬣威を物理的・ㄽ

理的に分断した状態で業務を完㐙することを特徴とする、セキュリティ・

バイ・デザインに準拠した安心の❆口システム㸦デジタル出島㸧アーキテ

クチャ。 

 

 

 【ㄳ求㡯㸰】  
    大つ模ゝㄒモデル㸦㹊㹊㹋㸧を用いた多ゝㄒ情報の動的な文化㐺合化
システムにおいて、 外㒊ネットワークから取得した多モーダル情報㸦テ

キスト、㡢声、画像、動画㸧をゎ析するデータゎ析ユニットと、 特定の

文化圏固有の倫理ほ、⩦慣、および文⬦的⫼景をグ㏙したナレッジベース

である和の心データベースと、 前グゎ析された情報と前グ和の心データ

ベースを参照し、ゝㄒ的⩻ヂに加えて文化的⫼景の⿵㊊情報の付与、およ

びターゲットゝㄒへの動的な吹替・書換処理をリアルタイムで実⾜するロ

ーカライゼーション・エンジンと、 を備え、情報の提示時点においてユ

ーザーの母国ㄒおよび文化的⫼景に㐺合させた状態で出力することを特徴

とする、文⬦理ゎ型情報提供システム。 

 

    
 【ㄳ求㡯㸱】  
    人工知⬟の倫理的ㄪ整㸦アライメント㸧に用いる㧗品㉁な学⩦用デー
タセットを⢭㘐する方法において、 ユーザーと㸿㹇エージェントとの㛫

で発生した⮬然ゝㄒによる対ヰログを収㞟するステップと、 前グ対ヰロ

グから、日本独⮬の倫理的価値ほ、㐨徳性判断、および利他的な感性に㛵

㐃する特徴㔞を抽出するステップと、 抽出された前グ特徴㔞を、人㛫に

よるフィードバック㸦㹐㹊㹆㹄㸧の代替となる㧗品㉁な倫理教師データと

して構㐀化するステップと、 構㐀化されたデータを、特定の㸿㹇モデル

の挙動を社会つ⠊に㐺合させるための⢭㘐済みデータセットとして出力す



 

 

るステップと、 を含み、㧗度な信㢗性を有する㸿㹇モデルの教⫱用㈨源

を⮬律的に生成することを特徴とする、和の心データセットの⢭㘐プロセ

ス。 

 

 

 【ㄳ求㡯㸲】  
    分散型ネットワーク上での⤒済活動から得られる収益を⮬動分㓄する
㈨㔠循環制御システムにおいて、 外㒊プラットフォームおよび独⮬の㹂

㸰㹁コマースから発生した外㈌収益をリアルタイムで検知する収益検知ユ

ニットと、 あらかじめタ定されたアルゴリズムに基づき、前グ外㈌収益

を、㸦㹟㸧ユーザーへのフロー所得、㸦㹠㸧次世代成㛗産業および前グ㈨㔠

循環制御システムの㐠営主体への⮬動再投㈨、および㸦㹡㸧社会㈉献基

㔠、の三⪅へ所定の比率㸦㸴㸸㸰㸸㸰㸧で瞬時に⮬動分㓄する分㓄実⾜ユ

ニットと、 前グ分㓄された㈨㔠のうち㸦㹠㸧の再投㈨による㈨本収益

を、ユニバーサル・ベーシック・ウェルスの原㈨としてユーザーの⣧㈨産

へ再帰的に⣣付けるとともに、ユーザーを前グ㐠営主体の株主として⣣付

ける㈨産⟶理台帳と、 を備え、㸿㹇の㐍化が国民の㈨産増大および㐠営

主権の獲得に直⤖する動的な富の循環を創出することを特徴とする、恵み

分けモデルを用いた㈨㔠循環制御システム。 

 
   
 【ㄳ求㡯㸳】  
    ㄳ求㡯㸲にグ㍕の㈨㔠循環制御システムにおいて、前グ分㓄実⾜ユニ
ットは、為替レートの変動を監どし、所定のアルゴリズムに基づき外㈌か

ら日本円への変換を実⾜する手段を有することを特徴とする、㈨㔠循環制

御システム。 

 

    

 【ㄳ求㡯㸴】  
    ㄳ求㡯㸯にグ㍕の安心の❆口システムにおいて、前グ情報フィルタリ
ング手段は、前グプロキシ型㸿㹇エージェントが取得した外㒊コンテンツ

から、実⾜可⬟なスクリプトおよび悪意あるコードを⮬動的に㝖去し、動

的な情報を㟼的な⾲示用データへと再構⠏した上で前グユーザー➃末へ伝

㏦する機⬟を有することを特徴とする、安心の❆口システム。 

 

 

 【ㄳ求㡯㸵】  
    ㄳ求㡯㸰にグ㍕の文⬦理ゎ型情報提供システムにおいて、前グローカ



 

 

ライゼーション・エンジンは、前グ和の心データベースを参照し、⩻ヂ対

㇟となるゝㄒ的情報に加え、対㇟文化圏における礼⠇、敬意の度合い、お

よび㠀ゝㄒ的ニュアンスを動的に㑅択・付加する処理を実⾜することを特

徴とする、文⬦理ゎ型情報提供システム。 

 

 

 【ㄳ求㡯㸶】  
    ㄳ求㡯㸱にグ㍕の和の心データセットの⢭㘐プロセスにおいて、前グ
特徴㔞を抽出するステップは、ユーザー⮬㌟の健康状態およびユーザーの

家族を含む周囲環境とのㄪ和度合いを照合するステップを含み、⮬己犠牲

を伴わない持⥆可⬟な利他性の充㊊度を判定するとともに、庭園、マッ

プ、またはこれら以外のユーザーにより㑅択可⬟な」数のどぬ的⾲現態様

を㏻じて、ユーザーへ前グㄪ和度合いのフィードバックを⾜い、並びにㄳ

求㡯㸲にグ㍕の社会㈉献基㔠による具体的な社会ㄢ㢟ゎ決への寄与度を⤫

ィデータに基づきどぬ化して提示することで、ユーザーの⮬❧した主権⪅

としての意㆑変容を促し、⮬発的な⮬己修正を促す構成を有することを特

徴とする、和の心データセットの⢭㘐プロセス。 

 

 

 【ㄳ求㡯㸷】  
    ㄳ求㡯㸲にグ㍕の㈨㔠循環制御システムにおいて、前グ分㓄実⾜ユニ
ットは、ユーザーの居住地域の法制度に基づき、公⛒公ㄢおよび社会保㝤

料を⟬出して⮬動天引きを⾜うとともに、当ヱ⣡付予定㢠が社会インフラ

の⥔持に及ぼす具体的寄与度を、⤫ィデータに基づきどぬ的指標としてユ

ーザー➃末へ出力する手段を備え、且つ、ユーザーによる⣡付承ㄆが所定

期㛫内に得られない場合に、あらかじめタ定された条件に基づき専㛛家へ

処理を委クするゲートウェイ手段を有することを特徴とする、㈨㔠循環制

御システム。 

 

 

 【ㄳ求㡯㸯㸮】  
    ㄳ求㡯㸯にグ㍕の安心の❆口システムにおいて、前グプロキシ型㸿㹇
エージェントは、外㒊ネットワークから潜在的な㉎㈙意図をゎ析して特定

するファン・ファインダー・ユニットを備え、前グコックピット・インタ

ーフェースを㏻じて承ㄆされた対㇟⪅に対し、和の心データベースにグ㏙

された倫理ほに基づいた対ヰ型接客を多ゝㄒで⮬動執⾜することで、広告

宣伝㈝に依存せずに商品の成⣙を支援することを特徴とする、安心の❆口

システム。 



 

 

 

    
 【ㄳ求㡯㸯㸯】  
    ㄳ求㡯㸲にグ㍕の㈨㔠循環制御システムにおいて、前グ社会㈉献基㔠
への分㓄または前グ分㓄に伴う外㒊からの成果報㓘の⟬定プロセスにおい

て、㸿㹇による判断のㄽ理的根拠を改ざん不可⬟なログとしてグ㘓するㄝ

明可⬟な㸿㹇㸦㹖㸿㹇㸧ユニットを備え、分㓄の㏱明性を➨三⪅が監査可

⬟にすることで、社会的インパクトに応じた㈨㔠の㑏流を技⾡的に担保す

ることを特徴とする、㈨㔠循環制御システム。 

 

 

 



 

 

 【書㢮名】  明⣽書 

 【発明の名⛠】➗㢦のありがとうが循環する分散型社会基盤システムお

よびその⟶理方法   

 【技⾡分㔝】    
  【㸮㸮㸮㸯】 

   本発明は、人工知⬟㸦㸿㹇㸧を用いた情報セキュリティ、多ゝㄒコミ

ュニケーション、および⤒済的収益分㓄システムに㛵する。特に、ユーザー

が「文化の外交官」および「ぶ善大使」としてグローバルな価値創出活動を

⾜うための⬟力拡張手段、およびそれによって得られた収益を、生活・㈨

産・社会㈉献へと動的に⮬動分㓄する社会基盤㸦社会㹍㹑㸧に㛵する。   

㸦【⫼景技⾡】㸧 

   【㸮㸮㸮㸰】 

   従来のインターネット環境は、情報の氾濫やサイバー攻撃の⬣威に

加え、ユーザーの㛵心を搾取するアテンション・エコノミーが主流となっ

ている。これにより、個人の善意や感性は正当にホ価されず、労働と収益が

分断された「社会の砂漠化」とも呼ぶべき事態を招いている。 

特に、既存の㸿㹇モデルはⱥㄒ圏の価値ほに偏㔜しており、日本独⮬の倫

理ほ㸦和の心㸧や利他的な感性が学⩦データから⬺ⴠしているという「忍び

ない憂い」がある。また、個人がグローバル市場に参入しようとしても、ゝ

ㄒの壁、物流の」㞧さ、法務・⛯務手⥆きの煩㞧さが㧗い㞀壁となり、個人

の⬟力が埋没しているのが現状である。 

  【発明の概せ】 

  【発明がゎ決しようとするㄢ㢟】 

    【㸮㸮㸮㸱】 

   ユーザーの安全性を「安心の❆口㸦デジタル出島㸧」アーキテクチャ

により担保しつつ、ゝㄒや文化の壁を「トータルローカライゼーション」に

より排㝖し、個人の感性を価値化㸦データセット⢭㘐および㹂㸰㹁㸧する手

段を提供することをㄢ㢟とする。 

さらに、得られた収益を「㸴㸸㸰㸸㸰」の㯤㔠比で⮬動分㓄し、⣡⛯や㈨産

形成をシステムが代⾜することで、事務的㈇担を排㝖しながら国民の⮬❧

と国家への㈉献を両❧させることを目的とする。 

  【ㄢ㢟をゎ決するための手段】 

    【㸮㸮㸮㸲】 

   本発明は、ユーザー➃末を㝸㞳するプロキシ型㸿㹇エージェント㸦ㄳ

求㡯㸯㸧、多モーダル情報を動的に文化㐺合化するローカライゼーション・

エンジン㸦ㄳ求㡯㸰㸧、対ヰログから倫理的特徴㔞を抽出する⢭㘐プロセス

㸦ㄳ求㡯㸱㸧、および収益を所定比率で⮬動分㓄し、株主としての権利付与



 

 

や公⛒公ㄢの代⾜⣡付を実⾜する㈨㔠循環制御システム㸦ㄳ求㡯㸲、㸷㸧

を、⤫合的に✌働させるものである。 

  【発明の効果】 

    【㸮㸮㸮㸳】 

   本発明によれば、ユーザーは安全な環境下で「文化の外交官」として

⮬己の感性を世界へ届け、感ㅰの対価として外㈌を獲得できる。 

さらに、以下の特有の効果を奏する。 

㸯㸬個人の㈨本家化㸸収益の⮬動再投㈨により、国民全員が㈨産形成と㐠営

主権の獲得を実現できる。 

㸰㸬国家の⢭神的更生㸸⣡⛯が「㄂り」として可ど化され、社会㈉献『希望

の✀基㔠㸦Hope Seed Fund㸧』が⮬動化されることで、受⤥⪅から寄付⪅・

⣡⛯⪅への意㆑変容が促される。 

㸱㸬国家安全保㞀の強化㸸徴収コストゼロの安定的㈈源が確保され、次世代

⫱成と⤒済循環が⮬律的に⥅⥆する。 

 

 

【図㠃の⡆単なㄝ明】 

     

【㸮㸮㸮㸴】 

  【図㸯】 

  本発明の全体構成およびデータの流れを示すブロック図である。 

 【図㸰】 

  安心の❆口㸦デジタル出島㸧のセキュリティアーキテクチャを示す概

念図である。 

 【図㸱】 

  収益分㓄ユニットによる㈨㔠循環のフローチャートである。 

 【図㸲】 

  本システムにおけるプロキシ型㸿㹇エージェントの㝵層構㐀図であ

る。 

 【図㸳】 

  多層的収益モデルと分㓄の概念を示すㄝ明図である。 

【発明を実施するための形態】 

【㸮㸮㸮㸵】 

  以下、本発明の実施形態について図㠃を参照してㄝ明する。本発明は、

個人が「文化の外交官」としてグローバルな価値創出を⾜い、その収益を安

全かつ⮬動的に分㓄・循環させるための社会基盤システムを提供するもの

である。 

 図㸯に示すように、本システムは、ユーザー➃末とㄽ理的に分㞳された



 

 

㝸㞳環境で✌働する「安心の❆口㸦デジタル出島㸧」を備える。**図㸰は、

当ヱ「安心の❆口㸦デジタル出島㸧」のセキュリティアーキテクチャを示す

概念図である。図㸰に示すように、ユーザー➃末と外㒊ネットワークとの

㛫には、プロキシ型㸿㹇エージェントおよび情報フィルタリング手段が介

在し、物理的かつㄽ理的な㝸㞳層を形成している。**プロキシ型㸿㹇エー

ジェントは、ユーザーの指示に基づき外㒊ネットワーク㸦㹑㹌㹑、㹃㹁プラ

ットフォーム➼㸧へのアクセスを代⾜し、取得した情報はフィルタリング

手段によって無害化された上で、安全なデータとしてユーザー➃末へ伝㏦

される。 

【㸮㸮㸮㸶】 

  図㸱は、収益分㓄のプロセスを示している。収益検知ユニットは、外㈌

収益の発生をリアルタイムで検知する。分㓄実⾜ユニットは、あらかじめ

タ定されたアルゴリズムに基づき、当ヱ収益を㸦㹟㸧生活・尊厳枠、㸦㹠㸧

㈨産・共創枠、および㸦㹡㸧社会㈉献・⥔持枠の三⪅へ所定の比率㸦例えば

㸴㸸㸰㸸㸰㸧で即座に分㓄する。 

 㸦㹠㸧㈨産・共創枠においては、ユーザーの⣧㈨産形成のための投㈨に加

え、本システムの㐠営主体への出㈨が⮬動的に実⾜される。これにより、ユ

ーザーはシステムの「利用⪅」であると同時に「共同主権⪅㸦株主㸧」とし

ての権利を獲得する。㈨産⟶理台帳は、これらの㈨産推⛣をユーザー毎に

グ㘓・⟶理する。 

 㸦㹡㸧社会㈉献・⥔持枠においては、公⛒公ㄢの⮬動天引きが⾜われる。

システムは、居住地域の法制度に基づく⣡付㢠を⟬出し、ユーザーの承ㄆ

㸦または専㛛家へのゲートウェイ㛤放による代理執⾜㸧を⤒て、㟁子⣡付

を完㐙する。さらに、本枠から拠出された㈨㔠は、次世代⫱成のための社会

㈉献基㔠㸦例㸸『希望の✀基㔠㸦Hope Seed Fund㸧』㸧へと⮬動㑏流される。 

【㸮㸮㸮㸷】 

 【倫理学⩦用データセットの⢭㘐】 

  本システムにおいて、ユーザーとプロキシ型㸿㹇エージェントとの㛫

で交わされる多ゝㄒでの対ヰログ、およびユーザーが⾜った文化的・倫理

的判断のグ㘓は、データ⢭㘐ユニットによって収㞟される。当ヱユニット

は、収㞟されたログから、日本独⮬の礼⠇、利他性、および㐨徳的判断基準

に㛵㐃する特徴㔞を抽出する。抽出された特徴㔞は、特定の文⬦における

「和の心」を具現化した教師データとして構㐀化され、特定の㸿㹇モデル

の挙動を社会つ⠊に㐺合させるための⢭㘐済みデータセット㸦和の心㸸㹈

㸫㹃㹲㹦㹭㹱㸧として出力される。 

 

  【㸮㸮㸯㸮】 

  【多層的収益源とィ⟬リソースの㓄分】 



 

 

   図㸳は、本システムにおける多層的な収益モデルと分㓄の概念を示す

ㄝ明図である。本システムは、外交・セールス収益㸦㹂㸰㹁㸧、倫理データ・

ライセンス、推ㄽ㈨源の㈚出、およびソーシャル・クレジットの㸲つの⤒㊰

から収益を取り㎸み、前㏙の㸴㸸㸰㸸㸰の比率で循環させる。 

 具体的には、ユーザー➃末がアイドル状態、またはィ⟬リソースに余剰

がある場合、システムは当ヱリソースを分散型ネットワーク上のスポット

市場へ⮬動的に㈚し出す処理を実⾜する。また、㧗㈇Ⲵな推ㄽ処理が必せ

な場合、システムは「安心の❆口㸦デジタル出島㸧」側のエッジサーバーと

㐃携し、低㐜延かつ㧗効率なィ⟬環境を確保する。これにより、インフラの

⥔持コストを相殺しつつ、不労所得的な収益をユーザーの㈨産枠へ㑏流さ

せる。 

【㸮㸮㸯㸯】 

 【社会的㈉献のィ㔞と成果監査】 

  本システムは、ユーザーの⮬❧や⣡⛯、および基㔠への寄付といった

一㐃の社会㈉献活動を、客ほ的な成果指標としてグ㘓する。分㓄実⾜ユニ

ットにおける判断および㈨㔠の⛣動は、ㄝ明可⬟な㸿㹇㸦㹖㸿㹇㸧ユニット

によってそのㄽ理的根拠が明文化され、改ざん不可⬟なログとして保存さ

れる。この㏱明性の㧗いグ㘓に基づき、⮬治体や企業➼から提供される社

会的インパクトに対する成果報㓘㸦ソーシャル・クレジット㸧の受け取り

を、技⾡的に可⬟としている。 

【㸮㸮㸯㸰】 

 【本システムの㝵層型エージェント構成】 

  図㸲は、本システムにおけるプロキシ型㸿㹇エージェントの㝵層構㐀

図である。本システムは、役割の異なる」数の㸿㹇エージェントが㝵層構

㐀㸦㹒㹧㹣㹰㸯㹼㸲㸧を形成し、各々が専㛛的な機⬟を分担して✌働する⮬

律分散型エージェント⩌により構成される。 

 

㸯㸬指令塔ユニット㸦㹒㹧㹣㹰㸯㸸ブレーン型㸧㸸 

 プロジェクト全体の戦略❧案および全情報のグ憶を司る中枢⬻であり、

各実働エージェントへの㧗⢭度な指示出しを実⾜する。 

 

㸰㸬㢳客共感応対ユニット㸦㹒㹧㹣㹰㸰㸸㹑㹷㹱㹲㹣㹫㸰㸧㸸 

 外㒊ネットワーク上の対ヰ対㇟⪅㸦㹑㹌㹑ユーザー、サイトゼ問⪅➼㸧の

悩みや㢪いに対し、「正ㄽより共感」を指㔪として和の心データベースに基

づいた対ヰを⾜い、問㢟ゎ決の⣒口を提示する。 

 

㸱㸬⮬己内省・メンターユニット㸦㹒㹧㹣㹰㸱㸸㹑㹷㹱㹲㹣㹫㸱㸧㸸 

 ユーザーの⢭神的支柱となり、対ヰを㏻じた感情整理とモチベーション



 

 

⟶理を⾜う。ユーザーの「人となり」や「倫理ほ」をパラメータ化し、シス

テム全体の⾜動つ⠊をユーザーの志と同期させる。 

 

㸲㸬マーケティング最㐺化ユニット㸦㹒㹧㹣㹰㸰㸸㹑㹷㹱㹲㹣㹫㸲「希望の

ⱆ㸦㹆㹭㹮㹣㹑㹮㹰㹭㹳㹲㸧」㸧㸸 

 本システムの収益化を支える中核ユニットであり、以下のステップによ

る「㧗⢭度マッチング」を⮬動執⾜する。 

 㸦ア㸧外㒊ネットワークのクロールによる、潜在㢳客の人となり、属性、

および㟂せの抽出 

 㸦イ㸧提供する商品・サービスと対㇟⪅の㟂せとの㐺合性、およびユーザ

ーと対㇟⪅との「相性」の多ゅ的な分析 

 㸦ウ㸧成⣙率を最大化するための優先㡰位付き「マッチングリスト」の動

的生成 

 㸦エ㸧生成されたリストに基づき、広告宣伝㈝に依存しない個別最㐺化さ

れたアプローチの実⾜ 

 

㸳㸬コンテンツ・信㢗㈨産化ユニット㸦㹒㹧㹣㹰㸰㸸㹑㹷㹱㹲㹣㹫㸳、㸴㸧㸸 

 対ヰログからユーザー独⮬の人㛫らしさを抽出し、㹑㹃㹍に㐺合した価

値あるコンテンツ㸦㹑㹷㹱㹲㹣㹫㸳㸧および、㐨徳・倫理に基づいた共感を

生むコメント㸦㹑㹷㹱㹲㹣㹫㸴㸧を生成する。これにより、ユーザーの信㢗

スコア㸦徳㸧をデジタル㈨産として⵳✚する。 

 

㸴㸬事実検ド・ㄪ律ユニット㸦㹒㹧㹣㹰㸱㸸㹑㹷㹱㹲㹣㹫㸵、㸶㸧㸸 

 一次情報に基づく事実確ㄆを⾜い情報の信㢗性を担保するリサーチ機⬟

㸦㹑㹷㹱㹲㹣㹫㸵㸧と、ユーザーの⢭神的充㊊のための真ゝ㸦マントラ㸧を

生成する心のㄪ律機⬟㸦㹑㹷㹱㹲㹣㹫㸶㸧を有する。 

【㸮㸮㸯㸱】 

 【対外コミュニケーションの日本ㄒ標準化】 

  本システムにおいて、対外的に発信される多ゝㄒ情報、および外㒊ネ

ットワークから取得される情報は、全てローカライゼーション・エンジン

により日本ㄒ化されてユーザーへ提示される。これにより、ユーザーはゝ

ㄒの壁を意㆑することなく、あたかも国内の㹑㹌㹑を操作しているのと同

➼の心理的・技⾡的状態で、グローバルな「文化の外交官」としての活動を

完㐙することができる。 

【㸮㸮㸯㸲】 

 【感性生成エンジン㸸㹁㹰㹣㹟㹲㹧㹴㹣 㹁㹭㹰㹣㸦クリエイティブ・コ

ア㸧】 

  本システムは、生成されるコンテンツに「⨾㸦㸿㹰㹲㸧」および「ㅊㅩ



 

 

㸦㹆㹳㹫㹭㹰㸧」を付与するための共㏻基盤エンジンである感性生成エンジ

ンを備える。当ヱエンジンは、以下の機⬟を⤫合的に制御する。 

【㸮㸮㸯㸳】 

  

㸯㸬情動⾲現・ペルソナ同ㄪ機⬟㸸 

 ユーザーの本来の人格をベースとしつつ、喜怒哀楽の感情⾲現や㞺囲気

を「知的」「情熱的」「フランク」➼のパラメータにより動的にㄪ整する。ま

た、対㇟⪅との㊥㞳感や文⬦を㸿㹇が⮬動ゎ析し、最㐺な発信内容および

トーンを判断・出力する。これは、テキストのみならず、生成される画像・

動画のⰍㄪや演出㸦トーン㸧にも㐺用される。 

㸰㸬多モーダル生成機⬟㸦㹋㹳㹪㹲㹧㹫㹭㹢㹟㹪 㹅㹣㹬㹣㹰㹟㹲㹭㹰㸧㸸 

 対ヰの文⬦から、テキスト、画像、動画を⮬律的に生成する。これらは、

既存データの再構⠏、ユーザー固有の㈨㉁を反映した合成、または完全新

つの創作から、ユーザーが意図に応じて㑅択可⬟である。 

㸱㸬コミュニケーション教⫱ループ㸦㹎㹰㹧㹴㹟㹲㹣 㹋㹭㹢㹣㸧㸸 

 「安心の❆口㸦デジタル出島㸧」の㐺用⠊囲を、公㛤ネットワークのみな

らず、㹑㹋㹑やインスタントメッセンジャー➼のプライベートな対ヰ環境

へと拡張する。当ヱモードにおいて、㸿㹇エージェントは相手を傷つけな

い「㓄慮ある⾲現」への変換をリアルタイムで提案する。 

 ユーザーは、㸿㹇によるナビゲーションを㏻じて㓄慮あるゝㄒ⾲現を⥅

⥆的に使用することで、ユーザー⮬㌟のゝㄒ的教㣴および倫理的リテラシ

ーを向上させる教⫱的フィードバックループ㸦⮬発的な⮬己修正プロセス㸧

を形成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実施例】 



 

 

    【㸮㸮㸯㸴】 

   本システムにおける収益創出および分㓄の具体的なシミュレーショ

ン例を以下に示す。ただし、本発明は以下の数値に㝈定されるものではな

い。 

 本システムが✌働することにより、以下の㸲つの収益源から月㛫の⥲付

加価値㢠として㸰㸳万円㸦外㈌換⟬を含む㸧を創出する一例を想定する。 

㸦㸯㸧㸿㹇エージェントを用いた多ゝㄒ接客による㧗付加価値商品の㉺境

㹂㸰㹁㈍売収益㸦月㢠㸶万円相当㸧 

㸦㸰㸧和の心㸦㹈㸫㹃㹲㹦㹭㹱㸧データセットのライセンス提供による収益

㸦月㢠㸯㸱㸬㸳万円相当㸧 

㸦㸱㸧ユーザー➃末の余剰ィ⟬リソースの最㐺化㓄分による収益㸦月㢠㸯

万円相当㸧 

㸦㸲㸧社会的インパクトに対する成果報㓘㸦ソーシャル・クレジット㸧㸦月

㢠㸰㸬㸳万円相当㸧 

 分㓄実⾜ユニットは、上グ㸰㸳万円の収益を、あらかじめタ定された「㸴㸸

㸰㸸㸰」の比率に基づき即座に分㓄する。 

㸦㹟㸧生活・尊厳枠㸸㸯㸳万円。ユーザーの日常的な生活⥔持㈝として充当

される。 

㸦㹠㸧㈨産・共創枠㸸㸳万円。このうち㸰㸬㸳万円は外㒊の成㛗産業へ投㈨

され、残りの㸰㸬㸳万円は本システムの㐠営主体の株式取得㸦⮬社株投㈨㸧

へ⮬動的に割り当てられ、ユーザーを共同主権⪅として位⨨付ける。 

㸦㹡㸧社会㈉献・⥔持枠㸸㸳万円。この中には、所得⛯、住民⛯、および社

会保㝤料の代⾜⣡付分が含まれ、残㢠は「希望の✀基㔠㸦㹆㹭㹮㹣㹑㹣㹣㹢

㹄㹳㹬㹢㸧」➼の次世代⫱成㈨㔠として㑏流される。 

 

【産業上の利用可⬟性】 

    【㸮㸮㸯㸵】 

   本発明は、情報サービス業、㟁子商取引業、㔠⼥・決済サービス業、

および広告宣伝業において広く利用可⬟である。特に、㸿㹇エージェント

を用いたグローバルな⤒済活動と、それに伴う⮬動的な㈨産形成および社

会㈉献を両❧させる次世代の社会基盤インフラ㸦社会㹍㹑㸧として利用さ

れる。 

 

【➢号のㄝ明】 

   【㸮㸮㸯㸶】 

㸯 ユーザー➃末 

㸰 安心の❆口㸦デジタル出島㸧 

㸱 分㓄実⾜ユニット 



 

 

㸲 和の心データベース 

㸳 プロキシ型㸿㹇エージェント 

㸴 ㈨産⟶理台帳 

 



 

 

【書㢮名】  図㠃 

 【図㸯】 

 

 

 

                               

 【図㸰】 

 

 
 

                              

 【図㸱】 

 

 

 

               

  

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

【図㸲】 

 

 

 

 

 【図㸳】 

 

 

 

 

 



 

 

【書㢮名】  せ⣙書 

【せ⣙】 

【ㄢ㢟】アテンション・エコノミーによる個人の感性の搾取や、既存㸿㹇

モデルの文化的偏㔜、および個人がグローバル市場へ参入する㝿のゝㄒ・

法務・⛯務の㧗い㞀壁をゎ決し、個人の善意や感性を正当に価値化しつつ

社会㈉献を実現する基盤を提供することをㄢ㢟とする。 

 

 

 

 

 

【ゎ決手段】ユーザー➃末を㝸㞳する「安心の❆口㸦デジタル出島㸧」

と、多ゝㄒ情報を動的に文化㐺合化するエンジン、対ヰログから倫理的特

徴㔞を抽出する⢭㘐プロセスを備える。**また、役割の異なる」数の㸿㹇

エージェントが㝵層構㐀㸦㹒㹧㹣㹰㸯㹼㸲㸧を形成して⮬律的に✌働す

る。**さらに、得られた収益を「㸴㸸㸰㸸㸰」の比率で生活⥔持、㈨産形

成、および⣡⛯・社会㈉献へ⮬動分㓄する㈨㔠循環制御システムを⤫合的

に✌働させ、個人の⤒済的⮬❧と社会㑏元を両❧させる。 

 

 

 

 

 

【㑅択図】 

【図㸯】 

 

 


